
※１： 「大学等」とは、大学、高等専門学校及び大学共同利用機関のことをいう。
※２： 「公的研究機関」とは、独立行政法人（国立研究開発法人を含む）、特殊法人及び地方独立行政法人のことをいう。
※３： 「企業等」とは、民間企業や研究を主な目的とする公益社団法人、公益財団法人、一般社団法人、一般財団法人等のことをいう。

公募期間 ： 令和８年３月１３日 ～ 令和８年５月２０日

応募件数 ： ５６０件

令和８年度 安全保障技術研究推進制度 応募・採択の概要

1

【委託事業】
大学等※１ １７件
公的研究機関※２ １０件
企業等※３ ６件

【補助事業】
大学等 １３件
公的研究機関 １件

○応募

○採択

採択件数 ４７件（委託事業：３３件、補助事業：１４件）

機関別内訳
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【委託事業（タイプS）：４件】

令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

赤外線マルチスペクト
ルと可視光イメージの
統合制御センシング

本研究は、革新的材料・画素⇒読み出し部⇒エッジ処理の各要素を
一連で追求し、赤外線マルチスペクトル情報と可視光イメージをAIで
統合する。多波長情報からタスクに本質的な情報を見極め、その取
得と表現を画素単位で最適化する統合制御型センシングを創生する。

北海道大学
（池辺 将之）

公的研究機関：１
企業等：１

量子コンピュータと量子
センサを量子通信で繋
ぐ量子ネットワーク

量子技術の実用化には、量子コンピュータ、量子センサ、量子通信を
相互接続する「量子ネットワーク」への統合が重要である。本研究で
は、量子変換器と量子メモリを集積する技術を開発し、量子情報の変
換・記憶・接続を担う高度な量子ノードの実現を目指す。

横浜国立大学
（小坂 英男）

大学等：１
公的研究機関：２

能動的電磁波照射によ
る情報漏えい脅威の解
明と防護基盤研究

本研究では、機器に意図的に電磁波を照射することで生じる情報漏
えいの脅威について、そのメカニズムを解明する。あわせて、脅威の
大きさを測る評価技術と、脅威を抑えるための対策手法を開発し、安
全・安心な情報化社会の構築に貢献する。

奈良先端科学技術大学
院大学
（林 優一）

企業等：２

テラヘルツ光電波境界
領域における超精密時
空間同期の基礎研究

本研究では、独自のバックワード相互作用によるテラヘルツ波から光
波への光量子変換を発展させ、チップ集積化の基礎技術を確立する
とともに、分子時計を介してCMOSデバイスと周波数・位相同期を実
現し、光電波境界領域における超精密時空間同期技術を創出する。

国立研究開発法人
理化学研究所
（南出 泰亜）

企業等：１

➢ 公募締切り後、外部有識者によって構成する安全保障技術研究推進委員会における審査を経て、
新規採択研究課題を決定。
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令和８年度 新規採択研究課題について

【委託事業（タイプA）：１８件】 （１／５）

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

生体内局所化学スイッ
チングに基づく非出血
性の標的化血栓溶解シ
ステムの創製

本研究では、重度外傷等に伴う致死的な血栓症に対し、出血リスクを
伴わない安全な血栓溶解を実現する。病変部でのみ効果を発揮する
独自の治療制御技術を開発し、全身の止血機構を妨げずに血流を回
復させる、次世代の救急・災害医療プラットフォームを創出する。

東北大学
（小笠原 康悦）

大学等：１
公的研究機関：１

結合ポテンシャル中の
水素分子の量子状態制
御と室温同位体分離

本研究では、水素分子の金属錯体への配位結合を通じて結合ポテン
シャル中で水素の量子状態を制御し、室温作動の水素同位体分離技
術を開発する。深冷蒸留に代わる省エネ・オンサイト型重水素ガス回
収プロセスを確立し、供給リスクに強い同位体リサイクル技術を創成
する。

東北大学
（高石 慎也）

―

次世代輸送機器に資す
る炭素繊維の自在合成
基盤の確立

ドローンに代表される次世代輸送機器には軽くて強い炭素繊維複合
材料が必要である。本研究では、用途に応じた多様なグレードの炭
素繊維（CF）を「従来と異なる原料や製法（革新法）」によって自在に
製造することを基軸とした、CF合成に関する基盤研究を行う。

岐阜大学
（入澤 寿平）

―

超分散型エッジ社会向
けマテリアル暗号技術

本研究では、IoT機器向けに、銀ナノ粒子やカーボンナノチューブの
非線形応答と短期記憶特性を活用した新たな暗号技術を開発する。
アナログ信号を物理特性で暗号化し、エコステートネットワーク

※１
で

復号することで、低消費電力かつ高セキュリティを実現する。

九州工業大学
（田中 啓文）

大学等：１
公的研究機関：１

※１ エコステートネットワーク： 重みを固定した再帰型ニューラルネットワーク（リザバー）に過去の入力を一時的に記憶させ、出力層のみ学習して予測や
分類を行う手法
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

修飾ヌクレオシド解析に
よる感染症診断・耐性
識別基盤の構築

本研究では、尿に含まれる修飾ヌクレオシドという代謝物を網羅的に
解析し、細菌やウイルスへの感染、病原体の種類、薬剤耐性を捉え
る新たな診断基盤を構築する。未知の感染症や災害時にも役立つ、
迅速で体への負担が少ない検査の実現を目指す。

熊本大学
（上野 貴将）

―

化学曝露履歴を記録識
別する発光・円偏光結
晶薄膜センサ

本研究では、化学物質への曝露を、しなやかな分子結晶の構造変化
として材料内部に記録し、発光・円偏光発光・寿命という多次元の光
情報を使い後から読み出す、化学センシングの新たなパラダイムを
拓く技術、さらにその基盤となる「構造変化―光応答」の学理を確立
する。

兵庫県立大学
（阿部 正明）

―

物理制約NN※2を用いた
光コム基準分散トモグ
ラフィの創成

本研究では、「究極の光のものさし」光コム
※3

から生成した高精度な
電磁波とAIを組み合わせ、建物、橋梁、航空機・車両などの内部を壊
さず三次元で可視化する。深部到達性と細部識別を両立し、空隙、水
分、腐食などの劣化状態を推定する新しい非破壊検査技術を開発す
る。

日本大学
（石澤 淳）

―

【委託事業（タイプA）：１８件】 （２／５）

※2 ニューラルネットワーク（NN）： 人間の脳の神経回路を模した情報処理の仕組みで、多くのデータから特徴や規則性を学習し、分類や予測、推定などを行
う、人工知能（AI）で用いられる手法の一つ

※3 光コム： 周波数の異なる多数の光が、くし（comb）の歯のように等間隔に並んだ光で、光の周波数や時間を高精度に測るための「光のものさし」として利用
できる
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

分子集合体の暗状態※4

が創出する極限環境応
答型光機能材料

本研究では、発光性分子が集積することで生まれる「暗状態」の力を
活用し、新たな材料科学を開拓する。これまで未利用だった分子集合
体の光エネルギー変換機能を引き出し、低酸素、閉鎖、不可視光な
どの極限環境でも力を発揮する革新的な光機能材料の創出を目指
す。

国立研究開発法人
物質・材料研究機構
（重光 孟）

大学等：１

ナノ組織トポロジー制御
による電磁エネルギー
輸送型水素製造触媒

本研究では、電磁場印加による誘導加熱を活用し、高効率な水素製
造触媒を開発する。ナノ相分離した金属-セラミックス複合体における
導電性ループ組織に注目し、組織トポロジーを軸にしたマテリアルズ
インフォマティクス

※5
により合成条件を最適化し、発生効率を向上さ

せる。

国立研究開発法人
物質・材料研究機構
（橋本 綾子）

―

レアアースフリー極低温
熱制御磁性材料の創出

量子計算、超伝導、液化水素、MRIなどの未来社会を支える次世代
技術に不可欠な極低温冷却は、ヘリウムや重レアアースなどの希少
資源に依存している。本研究では、基礎磁性学の蓄積を活用して豊
富な資源を用いた極低温熱制御磁性材料の創出を目指す。

国立研究開発法人
物質・材料研究機構
（間宮 広明）

―

次世代光電融合に向け
た超高速不揮発性光電
変換メモリの研究

本研究では、光系・電子系が高度に集積化された次世代光電融合の
実現に向け、独自の高スピン偏極光スイッチング材料による超高速
不揮発性光電変換メモリを創出する。最先端の材料技術と放射光・
レーザー技術を一体的に活用することで、革新的なデバイス開発を
効果的に推進する。

国立研究開発法人
量子科学技術研究開発
機構
（境 誠司）

大学等：１

【委託事業（タイプA）：１８件】 （３／５）

※4 暗状態： 光を吸収した分子が、発光せずにエネルギーや電荷を一時的に保持している状態
※5 マテリアルズインフォマティクス： 機械学習などのデータ科学を用いて、収集した材料データから高速かつ低コストで新たな材料の探索や

設計、開発を行う手法
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

限界を超えて測る：静
電容量型センサ向け熱
雑音フリー計測チップ

センサがノイズフリーになれば、あらゆる技術は進歩する。静電容量
型センサには熱雑音源が内在し、これを除去する先行技術を考案し
たが、小型化・チップ化が困難であった。そこで新原理により、従来比
10倍低ノイズな計測チップを実現する研究を行う。

国立研究開発法人
農業・食品産業技術総
合研究機構
（於保 拓高）

大学等：１

多様な環境で作動する
高安全固体電池の研究
開発

本研究では、従来の液系電池より高安全かつ長寿命であり、全固体
電池より簡素な製造方法の実現を目指し、単結晶固体電解質とイオ
ン液体の特徴を活かした、酸化物系半固体リチウム二次電池の研究
開発を行う。

国立研究開発法人
産業技術総合研究所
（片岡 邦光）

―

抗菌薬耐性菌を含む微
生物の革新的電気応答
性感染制御技術の開発

本研究では、薬剤耐性菌を含む感染症起因菌に乾電池一本程度の
弱い電気刺激を与え、菌が生きるための電気的なバランス（膜電位）
を崩す。これにより既存薬の効果を高め、電気刺激に対する耐性菌
を生じない新しい感染制御技術「微電気制御」の確立を目指す。

国立研究開発法人
産業技術総合研究所
（間世田 英明）

大学等：３
公的研究機関：１

窒化物混晶の格子緩和
ヘテロ接合を用いた超
低損失縦型スイッチ

本研究では、次世代給電システムの電源に求められる高周波化かつ
高出力化したパワー素子性能の達成に向け、低抵抗SiC基板上にエ
ピ成長する超ワイドギャップAlGaN半導体を用いた完全縦型MOSス
イッチを提案し、その超低損失性能の実証に挑む。

国立研究開発法人
産業技術総合研究所
（三浦 喜直）

―

【委託事業（タイプA）：１８件】 （４／５）
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

ナノケージングによる有
機リン解毒酵素の長寿
命化

有機リン中毒の既存治療は中毒後の症状を抑えることが中心であり、
血中に残った原因物質そのものを直接かつ持続的に取り除く手段は
乏しい。本研究では、有機リンを分解する酵素を超小型の化学的な
殻で包んで守り、その分解力・血中での持続性・常温での保存性を同
時に高めることを目指す。

一般社団法人
SeedFairing
（藤田 大士）

―

DecNef※6による精神状
態空間の制御原理と状
態依存的介入

本研究では、PTSDをモデルとして、心の状態を地図のように表現し、
脳活動からその時々の現在地を推定する。さらに、現在の状態に応
じて脳活動への働きかけ方を変えることで、一人ひとり、その時々に
適した状態依存的介入の実現を目指す。

株式会社 国際電気通
信基礎技術研究所
（千葉 俊周）

―

ミニマルファブ※7を用い
たルチル型二酸化ゲル
マニウムデバイスの研
究

本研究では、次々世代パワー半導体材料ルチル型二酸化ゲルマニ
ウム（r-GeO2)のハーフインチ単結晶基板、およびミニマルファブを用
いたr-GeO2パワー半導体デバイスの製造技術を開発する。p型n型の
両方が可能な超ワイドバンドギャップ半導体材料r-GeO2で、従来では
不可能な超高性能パワーデバイスを実現する。

Patentix株式会社
（松田 慎平）

企業等：１

【委託事業（タイプA）：１８件】 （５／５）

※6 DecNef（Decoded Neurofeedback）： 脳活動状態をリアルタイムに可視化するシステムを活用し、自らの脳活動を特定の状態に近づけることにより、脳
活動や行動を変化させる技術

※7 ミニマルファブ： ハーフインチサイズの基板を用い、少量の半導体チップを低コストかつ短期間で製造可能にすることを目的とした半導体製造システム
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

発熱分解酸化剤を用い
たハイブリッドロケットの
基礎燃焼学理構築

本研究では、安全で高推力な小型衛星用ハイブリッドロケットの実用
化に向け、発熱分解を伴う酸化剤が燃料の燃え方やノズルの損耗に
及ぼす影響を解明する。実験と解析により、機体の大きさや酸化剤の
種類を超えて利用できる実用的な設計手法を新たに構築する。

北海道大学
（永田 晴紀）

―

溌液界面制御を用いた
赤外透過ハロゲン化物
結晶育成の学理確立

本研究では、溶けた材料が容器を濡らさない「溌液」現象を単結晶づ
くりに応用し、レンズや窓の形そのままで結晶を作る新しい手法の学
理を確立する。赤外線を通すハロゲン化物結晶で、従来は削り出しで
3〜5割失われていた材料を大幅に節約・低コスト化できる。

東北大学
（吉野 将生）

―

溶融塩Si合金電析によ
るNb基合金の高耐酸化
表面改質

本研究では、独自開発した高温溶融塩Si合金電析技術を基盤に、
1400～1500℃級で安定な高耐酸化シリサイド保護皮膜を実現する。
航空機エンジン、宇宙衛星スラスタ

※8
、ガスタービン動翼への適用を

通じて、高効率・長寿命な次世代高温機器の実用化に貢献する。

秋田大学
（福本 倫久）

大学等：１

非線形力学系に基づく
連続時間学習ダイナミ
クスの理論と制御

AIは、出力の誤りを内部へ伝えて学習する。しかし、誤りがどこへ届
き、なぜ学習が安定したり失敗したりするのかは、十分に説明できて
いない。本研究は、誤りを時空間に広がる「誤差場」として捉え、学習
が安定する条件や失敗の兆候を数理的に明らかにし、効率的で信頼
できるAI設計の指針をつくる。

埼玉大学
（藤本 純治）

公的研究機関：１

【委託事業（タイプC）：１１件】 （１／３）

※8 スラスタ： 人工衛星などの向きや進む方向を変えるための小型の推進装置
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

上下空間の知覚バイア
スの発生メカニズムと
共通原理の検証

同じものでも、見上げたときと見下ろしたときで見え方は変わるのか。
本研究では、明るさで確認してきたこの上下知覚バイアスを色彩・時
間・表情に広げ、共通原理によるか独立機構によるかを行動・脳波・
瞳孔の同時計測により判定し、誤認識低減の基盤を築く。

豊橋技術科学大学
（南 哲人）

―

深部脳静脈経由の刺激
入力で解明する外傷後
意識制御ネットワーク

頭部外傷などで生じる意識障害に関与する脳深部の神経ネットワー
クについては、細かな部位や働きはいまだ解明されていない。本研究
では、新たな深部の脳静脈を介した電気刺激を利用し、意識・覚醒に
関連する神経ネットワークの解明を目指す。

神戸大学
（松尾 和哉）

―

細胞外小胞内分子の簡
易高感度検出による化
学物質への曝露の検知

細胞が分泌する細胞外小胞（EV）は体液中から非（低）侵襲的に採取
可能であり、その内包物から有害な化学物質への曝露の影響に関す
る情報の取得が可能であると考えた。本研究では、EV内バイオマー
カーの高感度かつ簡便なオンサイト分析法の開発を試みる。

熊本大学
（井原 敏博）

―

熱光変換自己透過放熱
インターポーザの低温
大気圧一括積層

本研究では、次世代パワーエレクトロニクスの放熱効率の大幅向上
のため、放射による放熱を積極活用したSiナノコーン

※9
内包Cu配線イ

ンターポーザを創製する。提案構造は溶剤蒸気を含有する窒素雰囲
気中での紫外線照射による150℃以下大気圧一括接合で積層される。

国立研究開発法人
物質・材料研究機構
（重藤 暁津）

―

【委託事業（タイプC）：１１件】 （２／３）

※9 Siナノコーン： シリコンを円錐形に微細加工した構造
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令和８年度 新規採択研究課題について

研究課題名 概 要
代表研究機関

（研究代表者名）
分担

研究機関

相平衡と共晶整合界面
による高靭性UHTCの
設計原理構築と実証

次世代航空宇宙機等の実現に不可欠な超高温セラミックスの最大の
課題は、脆さ（低靭性）である。本研究では、組織制御と変形するセラ
ミックスを組み合わせた新たな材料設計により、超高温セラミックスの
靭性向上と超高温における高強度の両立を目指す。

一般財団法人
ファインセラミックスセン
ター
（井田 駿太郎）

―

膜変形力学に基づく選
択的抗菌ナノ構造の設
計原理の構築

薬剤依存型抗菌手法は持続性や安全性に課題を有する。本研究で
は、トゲ状ナノ構造による細菌膜の力学破壊に着目し、膜変形力学に
基づいて細菌破壊と細胞生存の境界条件を定量化し、選択的抗菌ナ
ノ構造の設計原理を確立する。

一般財団法人
ファインセラミックスセン
ター
（橋本 雅美）

大学等：１

DNA記憶のための小ア
ルファベット※10挿入削
除訂正符号の基礎理論

本研究では、DNAにデータを保存する際に生じる、塩基の挿入や欠
落による誤りを訂正する技術を研究する。Ａ・Ｃ・Ｇ・Ｔの四文字しか使
えないという制約の下で訂正能力の理論的な限界を解明し、生化学
的な条件を満たす最適な符号の作り方を確立する。

三菱電機株式会社
（石塚 慶太）

―

【委託事業（タイプC）：１１件】 （３／３）

※10 小アルファベット：データを表現する記号の種類が少ないこと
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令和８年度 新規採択研究課題について

【補助事業（タイプS相当）：３件】

研究課題名 概 要
研究代表者所属機関

（研究代表者名）
研究分担者
所属機関

ミリ波帯AlN※11/GaN/AlN
高電子移動度トランジスタ
の開発

本研究では、AlN基板上シュードモルフィック成長
※12

AlN/GaN/AlN
ヘテロ構造高電子移動度トランジスタ実現に必要なデバイスプロセ
ス技術を確立し、それらを統合してミリ波帯高出力トランジスタの実
証を行い、次世代ミリ波帯デバイスの基礎を確立する。

名古屋大学
（須田 淳）

―

世界初3DP（形状＋結晶
配向＋組成）制御による
異方性機能創製

本研究では、適材適所最適化設計・異方性カスタム化により、力学
特性に代表される機能性を発揮するための最先端3DP材料基盤技
術を構築する。世界初の3DP技術として「形状・結晶配向・組成」の
同時制御を実現し、航空機用組成傾斜タービン翼モデルを提案す
る。

大阪大学
（中野 貴由）

大学等：２

異種移植に向けたブタ胚
および臓器の統合的遺伝
子改変に関する基礎研究

本研究では、異種移植用ブタとして繁殖が可能な我が国独自のブ
タを作出する。そのためにブタ初期胚の遺伝子改変を絞り込み、追
加改変を臓器側で担う。ブタを繁殖できれば安定なドナー臓器供給
が可能になる。ドナー臓器の改良・機能強化は臓器側の遺伝子改
変で対応する。

自治医科大学
（花園 豊）

―

※11 AlN： 窒化アルミニウム
※12 シュードモルフィック成長： 格子定数の異なる結晶材料の積層構造を、結晶欠陥を生じさせることなく成膜(結晶成長)させる手法
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令和８年度 新規採択研究課題について

【補助事業（タイプA相当）：６件】 （１／２）

研究課題名 概 要
研究代表者所属機関

（研究代表者名）
研究分担者
所属機関

水素・メタンを常圧で貯
蔵・放出できるグラフェ
ンバルブカーボン

本研究では、クリーンエネルギーのメタン・水素を、常圧・常温下で多
量に貯蔵できるバルブ作用のあるグラフェンをコートしたカーボンをス
ケーラブルに作製できる方法を開発する。本グラフェンコートカーボン
は高圧ボンベに代わる簡便な貯蔵を実現できる。

信州大学
（金子 克美）

―

単一病原体薬剤耐性評
価を実現するマルチポ
ア※13技術の開発

本研究では、マルチポアで単一細菌を反復計測し、局所加熱と機械
学習解析を組み合わせ、薬剤曝露下の物理応答を時系列で捉える。
感受性・耐性に加え、多様な薬剤応答型を30分以内に高精度で判定
する新たな検査基盤を開発する。

大阪大学
（筒井 真楠）

―

超イオン伝導電解液設
計に基づく高出力蓄電
池の開発

近年、データセンターやドローンなどの次世代インフラ用蓄電池として
瞬発力（＝超高出力）が求められている。本研究では、独自の設計戦
略に基づき、極めて高速なイオン輸送を可能にする電解液を開発し、
超高出力特性を有するリチウムイオン電池を実現する。

大阪大学
（山田 裕貴）

―

※13 マルチポア： 複数の微小孔が形成された固体膜
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令和８年度 新規採択研究課題について

【補助事業（タイプA相当）：６件】 （２／２）

研究課題名 概 要
研究代表者所属機関

（研究代表者名）
研究分担者
所属機関

細菌－ファージ※14相互
作用の分子基盤解明と
新規感染制御戦略

本研究では、細菌がもつファージへの防御システムと、それを回避す
るファージ因子の働きを明らかにする。さらに、細菌自身の防御反応
を人為的に作動させる分子やファージ因子の働きを利用し、既存薬と
は異なる新しい細菌感染制御法の基盤構築を目指す。

九州大学
（沼田 倫征）

―

情報科学駆動の酸化物
系電解質と革新電池の
開拓

本研究では、結晶構造データベースを用いた第一原理計算と機械学
習により、高イオン伝導性K⁺/Na⁺混合伝導体を探索・合成し、新材料
を実証するとともに、Na金属負極および難黒鉛化炭素負極に対するK
添加効果を検証する。

九州大学
（林 克郎）

大学等：１
企業等：１

光ワイヤプリンティング
が拓く耐環境光チップ
レットデバイス

本研究では、災害現場～宇宙といった過酷環境で動作する光チップ
レットの実現を目指し、無機ナノ光細線によるフレキシブル光接続技
術「光ワイヤプリンティング」を確立する。同技術により耐環境マイクロ
光コムを実現し、フィジカルAI等に搭載可能な高性能センサーへの道
を拓く。

慶應義塾大学
（太田 泰友）

大学等：１

※14 ファージ： 細菌に感染して増殖するウイルス
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令和８年度 新規採択研究課題について

【補助事業（タイプC相当）：５件】

研究課題名 概 要
研究代表者所属機関

（研究代表者名）
研究分担者
所属機関

有機リン化合物を標的
とする血中ナノデトック
スシステムの創出

有機リン化合物による中毒は、農薬への暴露や化学災害で起こり、
深刻な健康被害の要因である。本研究では、血液中を循環できるナ
ノ粒子で有機リン化合物を選択的に捕らえて分解し、原因物質そのも
のを無毒化する新たな治療技術の実現を目指す。

信州大学
（西村 智貴）

―

長期安定な生体適合界
面を実現するPET人工
血管の創製

本研究では、ポリエチレンテレフタレート（PET）の分子構造と生体応
答を結び付ける新たな設計指針の構築を目指す。そして「初期血液
漏洩の抑制」、「長期血液適合性の向上」、「組織結合性の維持」を可
能にする界面を有するPET人工血管創出に取り組む。

信州大学
（橋本 朋子）

―

ブラシ表面の運動性制
御によるエントロピー駆
動型多・高機能化

従前の表面設計では、各物性に適した官能基を導入するため、高撥
水・高撥油性、高疎氷性、高防塵性を同時に成し得なかった。本研究
では、表面の高分子鎖の運動性・乱雑さであるエントロピーに着目し、
脱PFAS

※15
の同一表面でそれらを同時に達成する。

神戸大学
（松本 拓也）

―

地球接近小惑星・人工
衛星・スペースデブリの
可視光偏光観測

本研究では、兵庫県立大学西はりま天文台の口径2m「なゆた望遠
鏡」を用いて、地球接近小惑星・人工衛星・スペースデブリの可視光
偏光観測を行う。測定した偏光度から反射率を推定し、測光情報と組
み合わせることで、観測対象のサイズおよび質量の推定精度向上を
図る。

兵庫県立大学
（伊藤 洋一）

―

高出力全固体Liイオン
二次電池に向けた次世
代負極材料の開発

本研究では、層状酸硫化物LiLnTiO3Sを負極に、粉体処理・電気化
学・オペランドXRD・XPS等でLi輸送性・構造・界面を解明し、固相合
成の実用性、過剰Li挿入による高容量化と固体電解質との焼結影響
を評価し全固体電池への適用性を検証する。

国立研究開発法人
物質・材料研究機構
（辻本 吉廣）

大学等：１

※15 PFAS： 有機フッ素化合物の総称であり、撥水・撥油材料として利用されていたが、一部が人体や環境に悪影響を及ぼすことが懸念され、国際的に使
用規制がなされている。



安全保障技術研究推進委員（令和８年度採択に係る委員） （１/３）

15※委員長、他６２名の外部有識者から構成

氏名 所属・役職

平澤 泠 （委員長）
未来工学研究所 理事長、上席研究員
東京大学 名誉教授

浅野 種正 九州大学 名誉教授

泉田 欣彦 埼玉医科大学医学部 総合医療センター内分泌・糖尿病内科 教授

伊藤 耕三 物質・材料研究機構 フェロー

井原 郁夫 長岡技術科学大学 特任教授、名誉教授

岩野 和生 リモート・センシング技術センター 理事

岩室 憲幸 筑波大学 数理物質系 物理工学域 教授

上田 修功 理化学研究所 革新知能統合研究センター 副センター長

上野 誠也
横浜国立大学 名誉教授
宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 航空利用拡大イノベーションハブ 主幹研究開発員

宇野 亨 東京農工大学 名誉教授

梅田 直哉 大阪大学 名誉教授

大石 潔

特殊法人福島国際研究教育開発機構 研究開発部門 ロボティクス分野 遠隔操作ユニット
ユニットサブリーダー
長岡技術科学大学 名誉教授、産学連携研究員
長崎総合科学大学 新技術創成研究所 特命教授

大久保 隆夫 情報セキュリティ大学院大学 研究科長・教授

大友 康裕

東京女子医科大学 救急医学 特任教授
東京女子医科大学病院 病院長補佐
東京科学大学 名誉教授
国立病院機構災害医療センター 名誉院長

大野 裕三 筑波大学 数理物質系 教授

大森 隆司 玉川大学 名誉教授

岡田 重人 九州大学 グリーンテクノロジー研究教育センター 特任教授

小澤 誠一 神戸大学 大学院工学研究科 教授

垣花 眞人
大阪大学 産業科学研究所 特任教授
東北大学 名誉教授
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氏名 所属・役職

筧 幸次 東京都立大学 システムデザイン学部 航空宇宙システム工学科 特任教授

梶川 浩太郎 東京科学大学 工学院 電気電子系 教授

勝本 信吾 東京都市大学 理工学部 特任教授

門脇 直人 情報通信研究機構 主席研究員

金谷 泰宏 東海大学 医学部 臨床薬理学 教授

川村 信一 産業技術総合研究所 サイバーフィジカルセキュリティ研究部門 副研究部門長

神成 文彦 慶応義塾大学 名誉教授

京極 秀樹 近畿大学 名誉教授

近藤 正彦 大阪大学 大学院工学研究科 教授

笹瀬 巌 慶應義塾大学 名誉教授

目 義雄 物質・材料研究機構 名誉研究員

佐藤 勝昭 東京農工大学 名誉教授

佐藤 誠 東京工業大学（現 東京科学大学） 名誉教授

四ノ宮 成祥
国立健康危機管理研究機構 国立感染症研究所 客員研究員
防衛医科大学校 名誉教授

嶋 英志 宇宙航空研究開発機構 航空技術部門 航空利用拡大イノベーションハブ 主幹研究開発員

嶋田 徹
日本大学 理工学部 航空宇宙工学科 特任教授
宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究所 名誉教授

鈴木 康裕 国際医療福祉大学 学長

田中 俊昭 兵庫県立大学大学院 特任教授 名誉教授

田中 勇悦 琉球大学 名誉教授

寺野 隆雄
千葉商科大学 名誉教授
筑波大学 名誉教授
東京工業大学（現 東京科学大学） 名誉教授

徳光 永輔 北陸先端科学技術大学院大学 名誉教授

中込 和幸 国立精神・神経医療研究センター 理事長

中野 裕美
豊橋技術科学大学 シニア研究員、名誉教授
長岡技術科学大学 学長アドバイザー

※委員長、他６２名の外部有識者から構成
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氏名 所属・役職

中野 誠彦 慶應義塾大学 理工学部 電気情報工学科 教授

中山 智弘 科学技術振興機構 研究開発戦略センター 戦略総括監

西井 淳 山口大学 大学院創成科学研究科 教授

長谷川 良平 産業技術総合研究所 人間社会拡張研究部門 上級主任研究員

蜂屋 弘之 東京工業大学（現 東京科学大学） 名誉教授

馬場口 登
福井工業大学 学長
大阪大学 名誉教授

林 健司
国立高等専門学校機構 熊本高等専門学校 校長
九州大学 名誉教授

平田 恭信 東京逓信病院 名誉病院長

藤島 実 広島大学 大学院先進理工系科学研究科 教授

藤田 政之
金沢工業大学 情報理工学部 教授
東京工業大学（現 東京科学大学） 名誉教授

松本 哲哉
国際医療福祉大学 医学部 主任教授
東京医科大学 医学部 兼任教授

宮地 充子 大阪大学 大学院工学研究科 栄誉教授

森本 雅之 元 東海大学 教授

柳川 洋一 沼津市立病院 副院長

八巻 徹也 量子科学技術研究開発機構 高崎量子技術基盤研究所 先端機能材料研究部長

山田 憲彦
神奈川県 非常勤顧問
元空将

山本 真之 情報通信研究機構 電磁波研究所 総括研究員

山本 元道 広島大学 大学院先進理工系科学研究科 教授

吉葉 正行 公共投資ジャーナル社 論説主幹

渡邊 尚
福井工業大学 経営情報学部 経営情報学科 教授
大阪大学 名誉教授／招へい教授

渡部 広明 島根大学 医学部 Acute Care Surgery講座 教授

※委員長、他６２名の外部有識者から構成


